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１．研究計画の概要 

 (1)地理情報システムによる言語地図の作
成：GIS は空間データに文字データを連動さ
せることができるため、空間データと文字デ
ータを組み合わせた検索をおこなうことが
可能となる。この特性を活かし前 2-1 千年紀
の北西セム語言語地図を作成することによ
り、等語線の再画定を試みる。 

 (2)前２千年紀と前１千年紀の言語データ
を連動させた通時的言語地図の作成：時代の
異なる複数の言語地図を連動させると、言
語的特長の共時的な分布が通時的にどう変
化したかを可視化することができる。時間
と空間という２つの次元をダイナミックに
制御した言語地図が作成できれば新たな言
語地理学的知見が得られるはずである。本
研究では、前１千年紀の言語地図を作成す
るのと平行して、アマルナ語のデータをも
とに前２千年紀の言語地図を別途作成し、
時代の異なる言語地図を連動させる方法を
模索する。 

 

２．研究の進捗状況 

 前 2-1 千年紀における北西セム語の等語線
の再画定に向け、初年度は、まず必要となる
ハードウェアとソフトウェアを発注した。ま
た、テルアビブ大学の S. Izre'el 教授に連絡
をとり、今後の研究の進め方に関してアドバ
イスを受けた。 

 2007 年 6 月からアマルナ語および北西セ
ム語のデータベースの XML タグ構造の検討
を開始した。 

 同年 7 月からは、二次文献を参照しながら
アマルナ語のデータを整理・修正し、順次コ
ンピュータに入力する作業を開始した。 

 2008 年 3 月に山口大学に研究代表者と研
究分担者が集まり、1 泊 2 日でミーティング
をおこなった。この場で、業者とラスタデー
タ化している西南アジア言語地図を緯度・経
度の入った詳細なベクトルデータに変換す
るための打ち合わせをおこなった。 

 同年 7月14日に筑波大学東京キャンパス
に研究代表者と研究分担者および 2名の研
究協力者（大学院生）が集まり、XML デー
タベースと GISサーバを連動させるための
プログラム開発に係る詰めの打ち合わせお
こなった。これに基づき研究協力者が同年
度内に VBAプログラムを完成させた。 
 これと並行して、上記プログラムで用い
る位置情報を確定するために先行研究を精
査した。その際、とくに粘土板の成分分析
に関する研究成果に注意を払い、結果とし
て得られたアマルナ書簡の発信地とその緯
度・経度をコンピュータに入力した。 

 こうして、2009 年度には、XML でマー
クアップされ、位置情報を有する言語デー
タベースを検索し、検索結果を GIS に送っ
て地図化するプログラムのパイロット版が
動くようになった。目下、アマルナ語および
カナン語・アラム語の言語データの XML に
よるマークアップを鋭意進めているところ
である。 

 また、パイロット版のプログラムを用い
て、試験的に言語地図を作製した結果、い
くつかの事例に関して言語地理学的な新知
見を得ることができた。 
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 プログラムの開発には GIS、サーバ、セム
語、楔形文字、西セム文字、Unicode 等に関
する知識が必要となるが、これらの条件を満
たすプログラマーが見つからず、プログラム
の開発・点検・修正に予想以上の手間と時間
がかかってしまった。 

 アマルナ語研究班もカナン語・アラム語研
究班も言語データの XML によるマークア
ップを 2008 年度中に完了する予定であっ
たが、上記の作業に時間をとられたことも
あり、まだ完了していない。 

 2008 年度に S. Izre'el 教授（テルアビブ大
学）を招聘して、これまでの研究に関する
レヴューを受ける予定であったが、先方の
都合で来日が延期された。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 プログラムの修正は終わったので、言語デ
ータのマークアップさえ完了すれば、当初
の目的を達成できる段階にようやくたどり
着いたと言える。最終年度の前半に言語デー
タのマークアップを完了させ、年度内に
様々な言語地図を生成できる態勢を整えた
い。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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